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研究成果の概要（和文）：本研究は、我が国が有するユニークで攻撃性の異なる全国のニワトリリソースを用い
て、極端に高い攻撃性の遺伝基盤を明らかにすることを目的とした。闘鶏用品種等の特に攻撃性の高い品種を中
心とした全ゲノムシークエンスの集団ゲノム解析と脳内遺伝子発現解析（RNA-seq）により、攻撃性を支配して
いる候補遺伝子を抽出し、その分子メカニズムの仮説を提案した。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to identify the genetic basis of extremely 
high aggressiveness using Japan's unique and differently aggressive national chicken resources. 
Through population genomic analysis of whole genome sequencing and brain gene expression analysis 
(RNA-seq) of particularly aggressive breeds such as cockfighting breeds, we extracted candidate 
genes controlling aggressiveness and proposed hypotheses for their molecular mechanisms.

研究分野： システム行動生物学

キーワード： 攻撃行動　カニバリズム　全ゲノムシークエンス
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ニワトリは、野鶏から数千年の時を経て家畜化されたものの、ケージというグループサイズの小さな飼育環境に
おいて育種改良が重ねられてきたため、野鶏が有していた高い攻撃性は現在の家畜化されたニワトリにおいても
残存している。実際に、地鶏生産などにおいても、攻撃行動による斃死率の増加は長年の課題であり、この問題
行動の遺伝的改良の基盤を構築することができたという点で意義あるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

21 世紀以降、家畜福祉（アニマルウェルフェア）はグローバルスタンダードとなり、欧米・
豪州では、単調な環境であるニワトリ用のケージ飼育を廃止するという法律を施行しており、広
い空間に放し飼いにする非ケージシステムへの移行が始まっている。しかしながら、数千羽以上
をグループ飼育する非ケージシステムでは、ニワトリ同士の攻撃行動が多発し、死亡率が増加す
ることが明らかになっている。このような著しく高い攻撃性は、軍鶏（シャモ）などでも見られ
るため、日本における地鶏生産の現場でも、長年大きな課題となってきた問題行動でもある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、次世代シークエンサーを用いたゲノムワイドな解析の組み合わせにより、攻撃性の
制御遺伝子の候補を明らかにすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
実験１）ゲノム解析（集団遺伝学的解析） 集団遺伝学は、全ゲノム解析技術の革新により大き
な発展を遂げている手法であり、交配を必要とせず、高解像度で原因遺伝子の実体に到達するも
のである。そこで、攻撃性の異なる品種を対象として、全ゲノムシークエンスを実施し、BWA-
GATK-VCFtool を用いた集団遺伝学的解析を行うことで、攻撃性を支配している遺伝子の候補を
抽出する。 
 
実験２）機能ゲノミクス 攻撃性の異なる品種の脳を採集し、RNA-seq で遺伝子発現解析を実施
する。得られたデータは、Tophat-RSEM-edgeR を用いて解析し、攻撃性の有無により発現変動し
ている遺伝子を、候補遺伝子として抽出する。 
 
 
４．研究成果 
実験１）ゲノム解析 攻撃性の高い闘鶏用品種と攻撃性の低い日本鶏（図１）の全ゲノム解析を
行ったところ、Fst 値が高く、比較的シャープなピークを得ることができ、そこに座上している
遺伝子を候補遺伝子として抽出した（図２）。候補遺伝子としては、神経発達に関わるものなど
が抽出された。 
 

図１．攻撃性の高い・低い品種の表現型解析の結果、対面後に攻撃を開始するまでの時間が顕著
に異なっていた。 
 

図２．攻撃性の高い闘鶏用品種と攻撃性の低い日本鶏の全ゲノム解析の結果のマンハッタンプ
ロット。 
 
  



実験２）機能ゲノミクス 実験１と同様に、攻撃性の高い・低い品種の脳を分割し、各部位ごと
に RNA-seq を実施し、比較解析を行った。FC 値および P値を基に発現変動遺伝子を抽出した（図
３）。候補遺伝子としては、ホルモン合成に関わる遺伝子などが抽出された。 
 

図３．各脳部位の RNA-seq 解析の MA プロット。 
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